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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年9月11日(2008.9.11)

【公開番号】特開2007-41162(P2007-41162A)
【公開日】平成19年2月15日(2007.2.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-006
【出願番号】特願2005-223426(P2005-223426)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/13     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/12    ３２１　
   Ｇ０３Ｇ   9/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月29日(2008.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色剤と樹脂とを有するトナー材料を第１の液の中で粉砕し、粉砕物分散液を得る湿式
粉砕工程と、
　前記湿式粉砕工程により得られた前記粉砕物分散液と、前記第１の液よりも重量平均分
子量が大きい第２の液とを混合する混合工程と、
を有することを特徴とする液体現像剤の製造方法。
【請求項２】
　前記第１の液の重量平均分子量をＭ１、前記第２の液の重量平均分子量をＭ２としたと
き、Ｍ１／Ｍ２≦０．６の関係を有する請求項１に記載の液体現像剤の製造方法。
【請求項３】
　前記第１の液の重量平均分子量は、３００以下である請求項１または２に記載の液体現
像剤の製造方法。
【請求項４】
　前記第２の液の重量平均分子量は、３００～１０００である請求項１ないし３のいずれ
か１項に記載の液体現像剤の製造方法。
【請求項５】
　前記第１の液の粘度は、前記第２の液の粘度よりも低い請求項１ないし４のいずれか１
項に記載の液体現像剤の製造方法。
【請求項６】
　前記第１の液の粘度は、０．５～３０ｍＰａ・ｓである請求項１ないし５のいずれか１
項に記載の液体現像剤の製造方法。
【請求項７】
　前記第２の液の粘度は、３０～１０００ｍＰａ・ｓである請求項１ないし６のいずれか
１項に記載の液体現像剤の製造方法。
【請求項８】
　前記第１の液および前記第２の液は、無極性の液体で構成される請求項１ないし７のい
ずれか１項に記載の液体現像剤の製造方法。



(2) JP 2007-41162 A5 2008.9.11

【請求項９】
　前記第１の液は分散剤を有する請求項１ないし８のいずれか１項に記載の液体現像剤の
製造方法。
【請求項１０】
　前記第１の液および前記第２の液は、流動パラフィンである請求項１ないし９のいずれ
か１項に記載の液体現像剤の製造方法。
【請求項１１】
　前記樹脂材料は、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂のうち、少なくとも一方を有するも
のである請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の液体現像剤の製造方法。
【請求項１２】
　着色剤と樹脂とを有するトナー材料を第１の液の中で粉砕し、粉砕物分散液を得る湿式
粉砕工程、前記湿式粉砕工程により得られた前記粉砕物分散液と、前記第１の液よりも重
量平均分子量が大きい第２の液とを混合する混合工程、により製造されたことを特徴とす
る液体現像剤。
【請求項１３】
　着色剤と樹脂とを有するトナー材料を第１の液の中で粉砕し、粉砕物分散液を得る湿式
粉砕工程、前記湿式粉砕工程により得られた前記粉砕物分散液および前記第１の液よりも
重量平均分子量が大きい第２の液を混合する混合工程により製造された液体現像剤および
金属製の塗布ローラを有することを特徴とする現像装置。
【請求項１４】
　着色剤と樹脂とを有するトナー材料を第１の液の中で粉砕し、粉砕物分散液を得る湿式
粉砕工程、前記湿式粉砕工程により得られた前記粉砕物分散液と、前記第１の液よりも重
量平均分子量が大きい第２の液とを混合する混合工程により製造された液体現像剤および
金属製の塗布ローラを有する現像装置と、
　前記現像装置により現像された像を転写する転写装置と、
　前記転写装置により転写された転写材を加熱定着する定着装置と、
を有することを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】液体現像剤の製造方法、液体現像剤、現像装置および画像形成装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、液体現像剤の製造方法、液体現像剤、現像装置および画像形成装置に関する
ものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の目的は、十分に小さい大きさのトナー粒子が安定して分散した液体現像剤を提
供すること、また、このような液体現像剤を効率良く製造することが可能な液体現像剤の
製造方法を提供すること、また、そのような液体現像剤を用いた現像装置および画像形成
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装置を提供することにある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　このような目的は、下記の本発明により達成される。
　本発明の液体現像剤の製造方法は、着色剤と樹脂とを有するトナー材料を第１の液の中
で粉砕し、粉砕物分散液を得る湿式粉砕工程と、
　前記湿式粉砕工程により得られた前記粉砕物分散液と、前記第１の液よりも重量平均分
子量が大きい第２の液とを混合する混合工程と、
を有することを特徴とする。
　これにより、十分に小さい大きさのトナー粒子が安定して分散した液体現像剤を効率良
く製造することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の液体現像剤の製造方法では、前記第１の液の重量平均分子量をＭ１、前記第２
の液の重量平均分子量をＭ２としたとき、Ｍ１／Ｍ２≦０．６の関係を有することが好ま
しい。
　これにより、十分に小さいトナー粒子をより効率良く得ることができるとともに、トナ
ー粒子の分散性をより高いものとすることができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の液体現像剤の製造方法では、前記第１の液の重量平均分子量は、３００以下で
あることが好ましい。
　これにより、粉砕の際にトナー材料に生じた微小の亀裂等に、第１の液をより効果的に
入り込ませることができ、小さい粒径のトナー粒子をより効率良く形成することができる
。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の液体現像剤の製造方法では、前記第２の液の重量平均分子量は、３００～１０
００であることが好ましい。
　これにより、得られる液体現像剤中におけるトナー粒子の分散性をより高いものとする
ことができる。また、第１の液中に含まれる低分子量成分の揮発をより効果的に抑制する
ことができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の液体現像剤の製造方法では、前記第１の液の粘度は、前記第２の液の粘度より
も低いことが好ましい。
　これにより、第１の液中におけるトナー材料の動きの自由度が高くなるとともに、第１
の液の抵抗も小さいため、より効率良くトナー材料を粉砕することができる。また、粉砕
速度を向上させることができる。また、比較的粘度の低い第１の液中で粉砕することによ
り、粉砕するために加えたエネルギーをトナー材料の粉砕により効率良く使うことができ
るため、第１の液の温度が上昇するのを防止することができる。その結果、トナー材料を
構成する樹脂材料が低融点のものであっても、効率良く粉砕することができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の液体現像剤の製造方法では、前記第１の液の粘度は、０．５～３０ｍＰａ・ｓ
であることが好ましい。
　これにより、十分に小さい粒径のトナー粒子をより効率良く得ることができる。
　本発明の液体現像剤の製造方法では、前記第２の液の粘度は、３０～１０００ｍＰａ・
ｓであることが好ましい。
　これにより、絶縁性液体（液体現像剤）の粘度をより容易に好適なものとするとともに
、トナー粒子の分散性をより高いものとすることができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の液体現像剤の製造方法では、前記第１の液および前記第２の液は、無極性の液
体で構成されることが好ましい。
　これにより、絶縁性液体の電気抵抗（絶縁性）を好適なものとしつつ、第１の液と第２
の液との相溶性を向上させることができる。その結果、液体現像剤としての保存性が向上
する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の液体現像剤の製造方法では、前記第１の液は分散剤を有することが好ましい。
　これにより、分散剤が粉砕助剤として働き、十分に小さい粒径のトナー粒子をより効率
良く得ることができるとともに、得られるトナー粒子の分散性をより高いものとすること
ができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１６】
　本発明の液体現像剤の製造方法では、前記第１の液および前記第２の液は、流動パラフ
ィンであることが好ましい。
　これにより、第１の液と第２の液との相溶性をさらに向上させることができるとともに
、トナー粒子の分散性をさらに高いものとすることができる。
　本発明の液体現像剤の製造方法では、前記樹脂材料は、エポキシ樹脂、ポリエステル樹
脂のうち、少なくとも一方を有するものであることが好ましい。
　これにより、第１の液と第２の液との相溶性をさらに向上させることができるとともに
、トナー粒子の分散性をさらに高いものとすることができる。
　本発明の液体現像剤は、着色剤と樹脂とを有するトナー材料を第１の液の中で粉砕し、
粉砕物分散液を得る湿式粉砕工程、前記湿式粉砕工程により得られた前記粉砕物分散液と
、前記第１の液よりも重量平均分子量が大きい第２の液とを混合する混合工程、により製
造されたことを特徴とする。
　これにより、十分に小さい大きさのトナー粒子が安定して分散した液体現像剤を提供す
ることができる。
　本発明の現像装置は、着色剤と樹脂とを有するトナー材料を第１の液の中で粉砕し、粉
砕物分散液を得る湿式粉砕工程、前記湿式粉砕工程により得られた前記粉砕物分散液およ
び前記第１の液よりも重量平均分子量が大きい第２の液を混合する混合工程により製造さ
れた液体現像剤および金属製の塗布ローラを有することを特徴とする。
　本発明の画像形成装置は、着色剤と樹脂とを有するトナー材料を第１の液の中で粉砕し
、粉砕物分散液を得る湿式粉砕工程、前記湿式粉砕工程により得られた前記粉砕物分散液
と、前記第１の液よりも重量平均分子量が大きい第２の液とを混合する混合工程により製
造された液体現像剤および金属製の塗布ローラを有する現像装置と、
　前記現像装置により現像された像を転写する転写装置と、
　前記転写装置により転写された転写材を加熱定着する定着装置と、
を有することを特徴とする。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　以下、本発明の液体現像剤の製造方法、液体現像剤、現像装置および画像形成装置の好
適な実施形態について、詳細に説明する。
　本発明の液体現像剤は、トナー粒子が絶縁性液体中に分散したものである。
　絶縁性液体は、第１の液と、第１の液よりも、平均分子量が大きい第２の液とを含むも
のである。
　以下、本発明の液体現像剤の製造方法について詳細に説明する。
　本発明の液体現像剤の製造方法は、第１の液中において、着色剤と樹脂材料とを含むト
ナー材料を粉砕し、粉砕物分散液を得る粉砕工程と、粉砕物分散液と第２の液とを混合す
る混合工程とを有する。
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